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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年3月17日(2016.3.17)

【公表番号】特表2015-506371(P2015-506371A)
【公表日】平成27年3月2日(2015.3.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-014
【出願番号】特願2014-554804(P2014-554804)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 453/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 495/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 491/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  453/06     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  495/20     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  491/20     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年1月20日(2016.1.20)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２９】
　一態様において、本発明は、式（Ｉ）もしくは（Ｉａ）：
【化９】

の化合物またはその塩を提供する
［式中、
　Ｒ１は、水素、－ＣＯ２Ｒ１１、－ＣＯＲ１２、－Ｃ（Ｒ１３）３および別のアミン保
護基からなる群から選択され、
　Ｒ１１は、Ｃ６－Ｃ１０アリール、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ２－Ｃ１０ヘテロア
リール、Ｃ３－Ｃ８ヘテロシクリル、ハロ、アミノ、－Ｎ３、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６ア
ルコキシ、シリル、ニトロ、シアノおよびＣＯ２Ｈまたはそのエステルからなる群から選
択される１～３個の置換基で任意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニ
ル、Ｃ２－Ｃ６アルキニル、Ｃ６－Ｃ１０アリール、Ｃ２－Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ３

－Ｃ８シクロアルキルおよびＣ３－Ｃ８ヘテロシクリルからなる群から選択され、
　Ｒ１２およびＲ１３は、水素、Ｃ６－Ｃ１０アリール、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ
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２－Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ３－Ｃ８ヘテロシクリル、ハロ、アミノ、－Ｎ３、ヒドロ
キシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、シリル、ニトロ、シアノおよびＣＯ２Ｈまたはそのエステ
ルからなる群から選択される１～３個の置換基で任意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、
Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキニル、Ｃ６－Ｃ１０アリール、Ｃ２－Ｃ１０ヘ
テロアリール、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキルおよびＣ３－Ｃ８ヘテロシクリルからなる群か
ら独立して選択され、
　Ｒ２およびＲ３は独立して、水素、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アル
ケニルおよびＣ２－Ｃ６アルキニル、－ＳＲ２１および－ＯＲ２２からなる群から選択さ
れ、ここで、前記アルキル、アルケニルまたはアルキニル基は、ケト、ハロ、Ｃ１－Ｃ６

アルコキシ、アミノ、ヒドロキシ、シアノ、ニトロ、－ＮＨＣＯＣＨ３、－Ｎ３および－
ＣＯ２Ｈまたはそのエステルからなる群から選択される１～３個の置換基で任意に置換さ
れており、ただしＲ２およびＲ３のうちの少なくとも１つが、好ましくはＲ２が、非水素
置換基であり、または
　Ｒ２およびＲ３は、それらが結合している炭素原子と一緒になって、ケト（Ｃ＝Ｏ）基
、シフ塩基（＝ＮＲ２４）、式＝ＣＲ２５Ｒ２６のビニリデン部分を形成するか、または
、式：
【化１０】

の五～六員の環状のケタールまたはチオケタールを形成し、
　各Ｒ２１は、Ｃ６－Ｃ１０アリール、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ２－Ｃ１０ヘテロ
アリール、Ｃ３－Ｃ８ヘテロシクリル、ハロ、アミノ、－Ｎ３、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６

アルコキシ、シリル、ニトロ、シアノおよびＣＯ２Ｈまたはそのエステルからなる群から
選択される１～３個の置換基で任意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケ
ニル、Ｃ２－Ｃ６アルキニル、Ｃ６－Ｃ１０アリール、Ｃ２－Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ

３－Ｃ８シクロアルキルおよびＣ３－Ｃ８ヘテロシクリルからなる群から独立して選択さ
れ、
　各Ｒ２２は、Ｃ６－Ｃ１０アリール、Ｃ３－Ｃ８シクロアルキル、Ｃ２－Ｃ１０ヘテロ
アリール、Ｃ３－Ｃ８ヘテロシクリル、ハロ、アミノ、－Ｎ３、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６

アルコキシ、シリル、ニトロ、シアノおよびＣＯ２Ｈまたはそのエステルからなる群から
選択される１～３個の置換基で任意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケ
ニルおよびＣ２－Ｃ６アルキニルからなる群から独立して選択され、
　ここで、出現するＸはいずれも酸素または硫黄のいずれかであり、
　ｍは１、２、３または４であり、
　ｎは１または２であり、
　Ｒ２３は、Ｃ１－Ｃ６アルキルおよびＣ６－Ｃ１０アリールからなる群から選択され、
　Ｒ２４は、Ｃ６－Ｃ１０アリールおよびＣ２－Ｃ１０ヘテロアリールからなる群から選
択され、
　Ｒ２５は、水素、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニルおよびＣ２－Ｃ６アルキ
ニルであり、ここで、前記アルキル、アルケニルまたはアルキニル基は、ケト、Ｃ１－Ｃ

６アルコキシ、アミノ、ヒドロキシ、シアノ、ニトロ、－ＮＨＣＯＣＨ３および－ＣＯ２

Ｈまたはそのエステルからなる群から選択される１～３個の置換基で任意に置換されてお
り、
　Ｒ２６は水素またはＣ１－Ｃ６アルキルであり、
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　Ｒ４およびＲ５は、水素、ハロ、および、Ｃ６－Ｃ１０アリール、Ｃ３－Ｃ８シクロア
ルキル、Ｃ２－Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ３－Ｃ８ヘテロシクリル、ハロ、アミノ、－Ｎ

３、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、シリル、ニトロ、シアノ、ビニル、エチニルお
よびＣＯ２Ｈまたはそのエステルから選択される１～３個の置換基で任意に置換されたＣ

１－Ｃ６アルキルからなる群から独立して選択され、
　Ｒ６は、－Ｏ、－ＮＨ－および－ＮＲ６１からなる群から選択され、
　Ｒ６１は、水素、－ＳＯ２Ｒ６２およびアミン保護基からなる群から選択され、
　Ｒ６２は、２～５個のハロ基で任意に置換されたＣ１－Ｃ６アルキルおよび１～３個の
Ｃ１－Ｃ６アルキル基とハロ基で任意に置換されたＣ６－Ｃ１０アリールからなる群から
選択され、
　前記アミン保護基は、－ＣＯ２ＣＭｅ３、－ＣＯ２Ｂｎ、－ＣＯ２－アリル、－Ｆｍｏ
ｃ（フルオレニル（ｆｌｕｒｅｎｙｌ）オキシメチル）、－ＣＯＣＦ３、Ｂｎ（ＣＨ２Ｐ
ｈ）、－ＣＨＰｈ２および－ＣＰｈ３からなる群から選択され、
　ここで、前記シクロアルキル、ヘテロシクリル、アリールまたはヘテロアリールは、Ｃ

１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキニル、Ｃ６－Ｃ１０アリー
ル、シクロアルキル、Ｃ２－Ｃ１０ヘテロアリール、Ｃ３－Ｃ８ヘテロシクリル、ハロ、
アミノ、－Ｎ３、ヒドロキシ、Ｃ１－Ｃ６アルコキシ、シリル、ニトロ、シアノおよびＣ
Ｏ２Ｈまたはそのエステルからなる群から選択される１～３個の置換基で任意に置換され
ている］。
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